
　第１1回　「なぐわし友遊まつり」　  川　柳（応募　１21）　2012年3月２5日

０１講座　「スリランカの旅」 6 08講座　「社会見学」 9
ヒンドウーの　シンボル伏目に　通り過ぎ お江さま　歴史が眠る　芝の丘
貼りついた　サリーの水着　色っぽい 大空に　はばたけ明日へ　ＪＡＬ魂
長い旅　僕なら家出と　思われる ＪＡＬ再建　翼の下で　ぬぐう汗
ﾎﾞｹ画面　じっと見つめる　仲間達 整備場　内臓さらした　ジャンボ機が
浦野さん　美女の写真も　お願いね 増上寺　江のドラマで　興味増し
宗教心　なけりゃｶﾞﾝｼﾞｽ　入れない 整備場　大きな機体　よくぞ飛ぶ

安全で　整備機体（期待）に　空の旅　
02講座　「ビデオの編集」 6 でっかいな　飛行機整備士　蟻のよう

映像に　人息・空気も　載せて見せ 高いなー　エンジン一つ　１０億円
六本木　町を支える　町内会
渾身の　一作10分　凝縮し　 09講座　「箱根駅伝」 6
神やどる　土俵作り　鮮明に　 悔しさを　絆で結んだ　東洋大
凝縮が　ﾋﾞﾃﾞｵ編集　基本です 箱根への　たすきに滲む　汗と秘話
ﾋﾞﾃﾞｵ撮り　優しさ秘めて　編集す 箱根好き　洗脳された　コーチから

箱根路を　つなぐ襷に　リベンジ成る
03講座　「ＮＰＯ活動」 4 山登り　アンタは偉い　手を合す

山里に　ホッコリ根付く　仲間の輪 駅伝を　覇気で挑む　熱コーチ
都幾川の　山里生かす　ＮＰＯ
先ず己　楽しむ気持ちの　ボランティア　 10講座　「伊豆ヶ岳」 5
山村と　都会をつなぎ　炭を焼く 伊豆ヶ岳　岩場Ｓさん　先祖サル？

伊豆ヶ岳　鎖場向う　ハイシニア
04講座　「篆刻」 4 我が道と　ショウトカットで　より疲れ

篆刻の　印で開運　夢でない 人生に　例えて登る　山の道
実印を　作る気持ちも　ただの石 伊豆ヶ岳　ここは何処か　奥武蔵
篆刻後　判子屋親父　尊敬し
作品に　できた篆刻　押しまくり 11講座　「ボウリング」 5

ガーターの　マークで飾る　採点表
05講座　「北京料理」 3 ボウリング　ガーターガーターで　ガタガタに

来年は　北京ダックか　フカヒレを いい線だ！　カーブ利いたが　又ガーター
手の込んだ　北京の味に　納得し 息切れの　ボールが造る　スプリット
もっと味噌！　味に納得　ｼﾞｬｰｼﾞｬｰ麺 ライバルに　負けて悔しき　ボウリング

06講座　「座禅」 9 12講座　「マス釣り」 4
肩打たれ　退職当時　思い出し マス釣りで　エサを食べられ　又逃げた
遅かった　説教聴くの　若ければ マイ竿で　釣果うれしや　鱒八匹
悩みぬき　悩んだ末に　足を組む イクラ食い　命を終わる　鱒哀れ
座禅組み　己の短足　思い知る マス釣りも　不安なに竿　手ごたえが
煩悩を　払う前から　眠気出る
座禅して　雑念だらけ　良く分かり 13講座　田中「正造」 5
座禅組み　足がしびれて　時間まだ？ 正造の　執念見たぞ　谷中村
警策が　眠気に無言の　お説教　 足尾には　明治の光と　影がある
知識捨て　座禅で会得　我が心 鉱毒の　犠牲に拳　渡良瀬沿い

ああ棄民　谷中・満州　今福島
07講座　「川越市」 2 鉱害で　廃村となった　村二つ

どうしても　苦情なりがち　質疑では
川越の　基本計画　市民の輪
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14講座　「ベトナム」 6 19講座　「近世の侍」 4

ワンタオさん　夢はでっかく　大統領 鹿倉さん　江戸時代から　戻って来た
日本人　外国（そと）から見ると　少し変？ 城内は　家柄順に　席を決め
お国柄　カタコトだけど　良く分かり 時代劇　八割が嘘と　知って見る
可笑しいよ　すぐに謝る　日本人 序列本　片手に士族　ゆく街道
ベトナムの　麗しき家族制度　永遠に
ベトナムの　好青年タオさん　頑張って 20講座　「竹細工」 9

竹割った　ような俺だが　竹割れず
15講座　「日本の林業」 8 竹細工　不出来は個性と　慰める

欲望の　森林破壊　明日はない 人生の　節目を竹に　重ね見る

森林の　危機をグラフで　丁寧に 居たらいい　青竹切って　かぐや姫

誇り得る　緑の資源　生かす知恵 竹細工　花を飾って　ミス隠す

神宮は　森の再生　造林地 ゆうゆうは　青竹熱燗　盛り上がり
山荒れて　政治無策　また嘆く 竹細工　幼い思い　皺の指
値が下がり　林業衰え　山みどり 竹細工　手は口ほどに　動かせず
林業の　緑の宝　生かす技 性格で　割れると思った　竹割れず
辛そうだ　花粉症の　杉営琳

その他 7
16講座　「環境と水」 6 バラマキも　厚く蒔きすぎ　立ち枯れし

もう遅い　いい水飲んでも　我々は ルビー婚　祝う積りも　一人酒
水道も　清水も危険ｔと　ビール飲むｒ 5億円　そんなにいらない　俺昼飯５百円
水道も　水質検査で　濁り水 あれやこれ　増税ごめん　消費税
講座後は　すべての水が　怖くなり 国外の　約束守れ　民主党
水こそが　命の母と　教えられ 暇親父　みな集まれ　ゆうゆうへ
水道水　げに恐ろしき　不純物 ゆうゆうの　歴史を刻む　そのページ

17講座　「謡曲と仕舞」 10
足をすり　手で舞うはずが　タコ踊り
とても無理　すり足やって　ズッコケる
たった一分　優雅に舞える　はずだった
伝統の　重み厳しさ　教えられ
すり足の　仕舞のしぐさ　老い感じ
謡曲の　言葉の壁に　古典むり
いにしえの　悲願謡に　よみがえり
先生の　舞と謡に　和を感ず
能書きも　桧舞いの　舞次第
好奇心　謡と仕舞に　挑戦し

18講座　「気象の話」 3
偏西風　今聞いたのに　もう忘れ
ゆうゆうに　居たよ気象士　吉田さん
低気圧　それる議論で　高気圧
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